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高齢者大学「みんなで唄おう」－北部公民館－

｢

卒
業
お
め
で
と
う｣

お
め
で
た
い
こ
と
な
の
に
、う
れ
し
さ
よ
り

寂
し
さ
が
強
い
の
が
卒
業
。

共
に
笑
い
、共
に
泣
き
、同
じ
時
間
を
過
ご
し
て

き
た
仲
間
と
の
別
れ
は
寂
し
い
も
の
で
す
。

寂
し
い
と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
き
た
証
し
。

思
い
出
は
残
す
も
の
。
別
れ
の
涙
と
一
緒
に

こ
の
場
所
に
置
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

涙
を
流
し
、
タ
ン
ク
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
ら
、

新
た
な
出
会
い
・
経
験
を
注
ぎ
込
む
準
備
は

完
了
。

さ
あ
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
出
発
で
す
。

あおぞら
　

「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
で
ス
タ
ー
ト

し
た
平
成
二
〇
年
も
気
が
付
く

と
三
月
で
す
。
日
本
に
は
、
暦

の
上
で
の
年
末
十
二
月
と
「
年

度
末｣

と
い
わ
れ
る
三
月
に
大

き
な
区
切
り
が
あ
り
、
例
年
こ

の
時
期
は
就
職
や
進
学
ま
た
転

勤
等
で
人
の
移
動
の
多
く
な
る

「
別
れ
」
の
時
期
で
す
。

　

突
然
で
す
が
、
こ
の
「
文
化
な
か

の
」
は
誰
が
作
成
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
。
こ
の
頁
を
よ
く
見
て
い
る
読

者
の
方
は
直
に
気
が
付
い
た
と
思
い
ま

す
が
そ
う
で
な
い
方
は
「
広
報
な
か

の
」
同
様
に
市
の
職
員
等
が
作
成
し
て

い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
大
半
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
。
こ
の
頁
右
中
段

３
の
大
き
な
数
字
の
下
に
小
さ
く
編
集

【
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
】
の
文
字

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
す
、
館
報
編
集

委
員
が
中
心
と
な
り
作
成
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の｢

あ
お
ぞ
ら｣

を
書
い
て
い
る

の
も
編
集
委
員
で
す
。
私
も
委
員
に
な

る
ま
で
市
職
員
に
よ
る
作
成
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
中
野
地
区
９
名

に
旧
豊
田
地
区
１
名
の
計
10
名
の
構
成

と
な
っ
て
お
り
平
成
十
七
年
四
月
よ
り

任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
平
成
二
〇

年
三
月
を
も
っ
て
任
期
三
年
が
終
了
し

ま
す
。
慣
れ
な
い
文
章
作
成
の
た
め
市

民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
点

が
多
々
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
色
々

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

出
会
い
の
季
節
四
月
か
ら
は
新
た
な

委
員
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
よ
り

一
層
市
民
の
方
々
に
は｢

文
化
な
か
の｣

を
身
近
に
感
じ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
Ｙ
・
Ｏ
）

講
座
写
真
館
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特 集 公民館講座・写真

公民館講座・写真館
特
集

感想　普段体験できないことを
　　　経験し親子共々楽しめました

親子体験教室 あるある探検隊

子どもの集中力や想像力を高めます

公民館は皆さんの「健康と食」
を応援しています

お母さん同志集まる
いい機会でした

普段感じていることを詞にして
メロディをつけました

クローズアップ豊田「唱歌（故郷）」の地を歩こう

食の安全・安心を求め
今、郷土食が脚光を浴びています

伝統民族文化を学びました

絵 画 教 室

高齢者大学

しめ縄づくり講習会

公民館に行くと何かに会える…自然や人、ものに触れ合える。
色々なコミュニケ－ションが生まれます。
▶公民館は来年度も、いろいろな講座を企画します◀

すくのび学級 親子で
　鯉のぼりづくり

生きがいづくり本格派キムチ作り

子ども育成事業 子どもたちのための
体験学習講座

千歯こきに
　チャレンジ

感想　新春にふさわしい
　　　琴と尺八の音色に
　　　包まれました

家庭教育学級 子育ていきいきサロン赤ちゃん体操

基本的な描き方、見方を
学び絵画への興味がより
一層深まりました

作詞作曲教室チャレンジ子ども教室

唱歌（故郷）の原風景を散策しました

やしょうまづくり郷土に伝わる味

受講者を中心にサークル
が発足しました

日本伝統楽器 “琴 ”
にふれました

盆栽教室
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わ
が
国
が
高
度
経
済
成
長
期
を
迎

え
た
昭
和
四
十
五
年
、
草
間
区
が
人

口
増
や
地
域
の
活
性
化
を
求
め
て
、

住
宅
団
地
造
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
年
、
不
動
産
業
者
が
約
百
戸
分
の

用
地
を
買
収
、
四
十
七
年
か
ら
共
同

開
発
、
翌
年
か
ら
日
本
電
建
の
両
社

が
五
十
戸
ず
つ
住
宅
建
設
に
着
手
、

五
十
年
に
三
十
五
戸
が
入
居
。
北
組

と
南
組
の
組
長
が
選
出
さ
れ
、
団
地

名
を｢

日
和
ケ
丘
団
地｣

と
し
、
本
ム

ラ
草
間
と
一
体
と
な
っ
て
区
行
政
に

参
画
し
た
。

　
時
代
の
波
に
乗
り
、
県
内
各
地

や
他
県
か
ら
の
入
居
者
も
あ
り
、

五
十
一
年
に
は
八
十
戸
、
五
十
三
年

に
は
百
二
戸
と
、
戸
数
は
急
速
に
増

え
た
。
五
十
九
年
に
は｢

日
和
ケ
丘

十
周
年
記
念
祝
賀
事
業｣

を
盛
大
に

行
い
、
六
十
年
に
は
百
六
十
五
戸
と

な
り
、
東
組
を
立
ち
上
げ
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
、
日
和
地
区
も
、

開
発
着
手
以
来
ま
も
な
く
二
十
年
、

い
わ
ば
成
人
の
域
に
達
す
る
し
、
草

間
区
も
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
の
で
、

分
区
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
、

草
間
区
長
か
ら
区
政
研
究
委
員
会
に

諮
問
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
和
ケ

丘
団
地
で
も
分
区
研
究
委
員
会
を
設

け
検
討
し
た
。

　
平
成
元
年
に
、
高
速
道
関
連
地
域

振
興
事
業
に
よ
っ
て
団
地
に
集
会
所

が
造
ら
れ
た
。
こ
の
年
、
団
地
住
民

の
臨
時
総
会
で
同
意
を
得
て
、
分
区

準
備
委
員
会
を
設
置
、
三
年
後
に
分

区
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
草
間
区
の
暖
か
い
理
解
の
も
と
、

平
成
五
年
一
月
一
日
、｢
日
和
区｣

が

誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
敏
明

　
草
間
か
ら
分
区
し
て
十
五
年
と
、

歴
史
の
と
て
も
浅
い
分
館
で
す
が
主

事
を
は
じ
め
運
営
委
員
一
同
、
創
意

工
夫
の
も
と
分
館
事
業
に
活
躍
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
実
践
的
内
容
〝
そ

ば
打
ち
体
験
〟
に
挑
戦
し
て
み
ま
し

た
。
講
師
は
信
州
中
野
蕎
麦
文
化
普

及
会
の
方
々
で
熱
く
指
導
し
て
頂
き

ま
し
た
。
な
る
べ
く
水
が
冷
た
い
時

期
が
い
い
と
言
う
事
で
四
月
に
決
定
。

会
費
は
一
人
五
百
円
。
全
て
が
不
安

の
中
、
当
日
六
十
人
近
く
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

敷
き
、
鉢
を
一
九
ケ
並
べ
る
と
五
〇

畳
の
部
屋
も
ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
。
念
入

り
な
手
洗
い
の
後
一
鉢
三
人
ず
つ
座

り
計
量
さ
れ
た
そ
ば
粉
、
中

力
粉
、
水
そ
し
て
の
し
棒
等

配
ら
れ
準
備
完
了
。
ま
ず
最

も
難
し
い
こ
ね
作
業
か
ら
。

八
割
の
水
を
加
え
手
の
指
を

立
て
て
手
早
く
掻
き
混
ぜ
る
。

し
っ
と
り
具
合
を
み
な
が
ら

残
り
の
水
を
加
え
、
練
り
、

球
に
す
る
。
次
に
伸
ば
し
て
、

た
た
ん
で
切
る
。
こ
の
切
る

作
業
も
ま
た
難
し
い
。
後
片
づ
け
を

し
懇
親
会
の
最
中
、
鉢
ご
と
に
茹
で

て
も
ら
い
や
っ
と
食
べ
ら
れ
る
事
に
。

そ
の
旨
さ
は
何
処
で
味
わ
え
な
い
絶

品
。
汗
だ
く
に
な
り
、
腕
が
あ
が
り
、

四
苦
八
苦
の
大
奮
闘
。
と
て
も
大
好

評
で
し
た
。

日
ひ

和
より

分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

日
和
区
の
誕
生

　
豊
田
気
功
ク
ラ
ブ
は
、
平

成
19
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で

開
設
さ
れ
た
「
豊
田
公
民
館

気
功
教
室
」
終
了
後
、
受
講

者
を
中
心
に
同
年
９
月
発
足

し
、
現
在
18
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
畔
上

百
合
子
先
生
の
指
導
の
も
と
、

第
一
段
階
（
首
・
肩
）
、
第

二
段
階
（
腰
）
、
第
三
段
階

（
膝
）
に
分
け
て
、
気
功
の

ポ
ー
ズ
を
と
り
ま
す
。
気
功

を
や
っ
た
後
は
、
驚
く
ほ
ど

体
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　
途
中
レ
ク
ダ
ン
ス
を

し
た
り
、
先
生
の
愉
快

な
お
話
が
あ
っ
た
り
と
、

先
生
と
生
徒
の
関
係
と

い
う
よ
り
、
一
つ
家
族
の
よ

う
な
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
体
は
軽
く
、
気
持
ち

は
晴
れ
や
か
に
な
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　
毎
月
第
一
・
三
月
曜
日

（
１
月
～
３
月
は
午
後
、
４

月
～
12
月
は
夜
）
、
豊
田
文

化
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
足
腰
や
膝
が
痛
い
の
で
家

で
じ
っ
と
し
て
い
る
、
と
い

う
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
？

　
気
功
で
ゆ
っ
く
り
と
体
を

動
か
す
こ
と
で
、
体
の
痛
み

が
や
わ
ら
ぎ
、
軽
く
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

豊
田

　

気
功
ク
ラ
ブ

グ
ル
ー
プ
紹
介
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今月の伝言板
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豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

講　師　出野　富永　先生
定　員　小中学生　20名
持ち物　歩きやすい服装、おにぎり、水筒
　　　　双眼鏡(持っている人)
参加料　無料　　　申込み　豊田公民館へ
■高齢者教室｢あの頃・あの時の歌｣
　時代を代表する歌の合唱と、その頃の思い出の
お話を聞きながら懐かしみましょう。
日　時　３月27日(木) 午前10時～正午
場　所　豊田文化センター
内　容　時代を代表する歌の合唱とその頃の思い
　　　　出の話
講　師　元教師　神田　加奈登　先生
申込み　不要　　参加料　　無料

■｢リズムで遊ぼう｣
　気の向くままに太鼓や打楽器を鳴らしましょう。
　この楽しさはきっとやみつきになりますよ。
日　時　３月19日(水) 午前10時30分～正午
場　所　豊田文化センター　参加料　　無料
講　師　ドラムサークル諏訪代表　原　房子　先生
定　員　20組(定員になり次第締切)
対象者　２歳以上の未就学児と保護者
申込み　豊田公民館へ
■チャレンジ子ども教室｢バードウォッチング｣
　この時期、中野市にはどんな鳥がいるのかな？名
前や鳴声などを覚えて鳥博士になろう。
日　時　３月25日(火)　午前９時30分～午後１時
場　所　豊田文化センター　集合

　
農
民
に
と
っ
て
冬
期
間
は
農
閑

期
で
あ
っ
て
、
そ
の
年
の
構
想
を

練
る
大
事
な
時
期
で
も
あ
る
。

又
、
農
業
関
係
の
講
演
会
な
ど
の

催
し
も
多
い
の
で
、
こ
の
機
会
に

「
自
分
の
や
る
気
を
出
す
為
」
に

出
席
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
今
回
は
去
る
二
月
九
日
に
ア
ッ

プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
で
行
わ
れ

た
食
農
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
産
地
消

の
推
進
と
食
と
健
康
に
つ
い
て
考

え
る
」
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

　
長
野
の
Ｆ
Ｍ
局
で
「
お
い
し
い

話
を
し
よ
う
」
な
ど
で
も
お
な
じ

み
食
文
化
研
究
家
の
永
山
久
夫
先

生
講
演
の｢

野
菜
は
日
本
人
100
歳

食｣

で
は
、
日
本
人
が
昔
か
ら
食

べ
て
き
た
「
胡
（
麻
）
・
豆
・

魚
・
梅
・
参
（
人
参
）
・
茶
」
に

は
現
代
日
本
人
に
も
大
切
な
栄
養

素
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
と

い
っ
た
お
話
で
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
お
話
と
と
も
に
大
声
で
特
徴
的

な
「
ワ
ー
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
！
」
さ
れ

る
大
笑
い
に
、
会
場
も
笑
い
の
渦

に
包
ま
れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
先

生
73
歳
と
の
こ
と
、
お
元
気
で

す
！

　
つ
づ
い
て
、
料
理
研
究
家
の
横

山
タ
カ
子
先
生
の
「
風
土
が
作
る

食
卓
」
で
は
料
理
実
演
と
と
も

に
、
講
演
さ
れ
た
。
市
内
で
も
生

産
さ
れ
て
い
る
野
菜
、
き
の
こ
、

果
物
を
多
く
使
い
、
化
学
調
味
料

な
ど
は
一
切
使
わ
ず
、
素
材
を
生

か
し
た
料
理
方
法
に
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
横
山
先
生
の
お
料
理

と
き
の
こ
・
果
実
料
理
（
我
が
家

の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
）

の
試
食
会
が
行
わ
れ
、
会
場
300
人

を
超
え
る
参
加
者
の
各
テ
ー
ブ
ル

は
地
元
農
産
物
料
理
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
至
福
の
ひ
と
時
と
な
り
、

正
に
「
聞
い
て
！
見
て
！
味
わ

う
！
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
豊
富
な
農
産
物
と
恵
ま
れ

た
環
境
に
囲
ま
れ
て
い
る
中
野
市

に
住
み
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
私

は
、
こ
れ
か
ら
も
、｢

食
の
安
全

安
心｣

に
努
め
て
い
き
た
い
と
再

確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
）

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

分
館
の
広
報
活
動
促

進
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
二
十
九
分

館
が
出
品
。
地
域
の

情
報
が
幅
広
く
掲
載

さ
れ
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
内
容
の
館
報
が

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
入
賞
結

果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

最
優
秀
賞
　
栗
和
田
分
館

優  

秀  

賞
　
間
山
分
館

　
　
　
　
　
桜
沢
分
館

企  

画  

賞
　
吉
田
分
館

　
　
　
　
　
栗
林
分
館

努  

力  

賞
　
東
町
分
館

　
　
　
　
　
松
川
分
館

　
　
　
　
　
南
永
江
分
館

平成19年度

分館報コンクール

最
優
秀
賞
　
栗
和
田
分
館

　
　
　
　「
館
報
は
こ
や
ま
」
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今月の伝言板

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

中央公民館から
■きりえ体験コーナー
　中野ひな市に
中野土びなを
“きりえ”で切っ
てみませんか。
少し時間をいた
だければどなた
でも出来ますの
で、お気軽にど
うぞお出かけください。
日　時　４月１日(火) 午前10時～午後３時
場　所　中央公民館　２階 教室
講　師　中野きりえの会
受講料　無料　　　申込み　不要
その他　材料やカッターは用意してあります

■第27回中野市民書道展
　毎年、中野ひな市に併せて開催している市内の書
道愛好者の皆様の作品が一堂に会す市民書道展です。
小学生から一般の方まで奮ってご応募ください！
出品資格　市内在住・在勤している方、または、市
　　　　　内の書道グループに所属している方
出 品 数　１人１点まで(未発表の作品に限ります)
作品規格　●一般の部(高校生を含む)
　　　　　条幅半折の大きさで、裏打ち仮巻き着装
　　　　　●小中学生の部
　　　　　条幅半折４分の１縦長書、裏打ちをしな
　　　　　いで仮巻き着装
申 込  み　３月17日(月)までに所定の出品申込み  
　　　　　書により中央公民館へお申込みください。

＜展示期間＞
３月31日(月)
　～４月１日(火)
午前９時
　～午後６時
＜展示会場＞
中央公民館　講堂

３月の展示コーナー

高齢者大学作品展
内容　中央公民館高齢者大学クラブ活動で制作
　　　した作品の展示（絵手紙・書道・ちぎり絵）
場所　中央公民館１階 展示コーナー

中野市統一成人式のお知らせ
　昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生まれの方が対象となります。
　なお、平成20年３月中に、中野市に住民登録している方を対象に案内状をお送りします。
　現在、市外・県外にお住まいの方で中野市成人式の出席を希望される方は、事前に中野市
中央公民館までご連絡ください。

日時 ５月４日

場所

中野市中央公民館　TEL 0269－22－2691

中野市市民会館

（みどりの日）
午前９時30分  受付
午前10時　　開式

成人式実行委員会のメンバー




